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研究成果の概要（和文）：ヒトに対するラットの親和的な行動の分析およびオキシトシンの機能について検証を
行った。ヒトに撫でれらることを好むラットの前で別のラットを撫でたり、社会的に隔離することにより、ラッ
トがこれまでに報告例のない音響特性を持つ超音波を発声することを発見した。一方、オキシトシンの機能を阻
害した遺伝子改変ラットなどを用いた薬理行動学的実験では、オキシトシンが親和的な行動にもたらす影響は限
定的である可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：We found that when experimenter stroked another rat in front of affiliative 
rat and during social isolation, these rats emitted novel calls with acoustic characteristics 
different from those of calls emitted under physical stress. We also examined the effect of oxytocin
 in formation of an affiliative relationship. The results of pharmacobehavioral experiments suggest 
that the influence of oxytocin on affiliative behavior may be limited.

研究分野：動物行動学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果により、ラットの情動を推察しうる新たな音声指標の存在が明らかになった。他者との関係性の神経
メカニズムを実験心理学的に調べる上で有用であるだけでなく、コミュニケーション障害や情動の発達を調査す
るための重要なモデルを提供できることが期待できる。まだ結論を出すに至ってはいないが、本研究によりオキ
シトシンが他者との親和的な関係性の構築に果たす役割の理解につながる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
 社会的動物は同種だけでなく、時に異種とも友好的・親和的な関係性を構築することがある。
ヒトと犬や猫といった伴侶動物が共生していることや、保護された野生動物が一緒に育った人
を含む異種の動物と親和的に過ごす様子を我々は日常生活やメディアを通して知ることがある。
しかし、異種間の親和的な関係性の構築メカニズムは不明な点が多い。 
申請者はこれまで異種に対する親和性の形成・維持を調査できる動物実験系の構築に取り組ん
できた。そして、ヒトに対して親和的な行動を示すラットの視床下部室傍核尾側領域のオキシト
シン産生ニューロンが親和的な行動を示す際に活性化することを明らかにした。しかし、活性化
するオキシトシン産生ニューロンやオキシトシン受容体を含むオキシトシン神経系が異種間の
親和的な関係性の構築にどのように機能しているのかは明らかになっていなかった。 
また、これまでの研究の途上でヒトに撫でられることを好むラットが、別のラットが撫でられ
ている時(不公平条件時)や社会隔離された時に超音波領域の音声を発することを明らかにして
きたが、この音声の生物学的な意義は不明のままだった。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、オキシトシンがヒト-ラット間の親和的な関係性の構築に機能するか明らかにする
ことを目的とした。具体的にはオキシトシン神経系の機能を人為的に阻害することでオキシト
シン及びオキシトシン受容体の機能を明らかにする。また、社会隔離時や不公平条件時にラット
が発する音声にどのような意味があるのか明らかにすることは、異種間の親和性の理解にも重
要であると考えられる。そこで、この音声の音響特性を分析し過去に報告例のある音声との関係
性を明らかにすることも目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
  
３−１．オキシトシンの機能阻害実験 
 
オキシトシン-オキシトシン受容体システムの機能を明らかにするために、オキシトシンアン
タゴニスト(L-368,899)の投与実験とオキシトシン受容体遺伝子欠損ラットを用いた行動実験を
行った。 
 オキシトシンアンタゴニストは幼若期から撫でられヒトに対して親和性を示すラットに腹腔
内投与(0.2 mg/mL, 1mg/kg)した。投与 30 後、オープンフィールドの 2角に撫でたヒトと見知
らぬヒトの手を提示し、それぞれに対するラットの接近行動を記録した。また、投与 30 分後に
目の前で他のラットを撫でる不公平条件に曝露し、その際の超音波発声を記録した。記録データ
は対照群(生理食塩水投与)と比較した。オキシトシン受容体遺伝子欠損ラットを用いた実験で
はヒトに対する追従性や超音波発声、不安行動などを野生型ラットと比較した。 
 
 
３−２．新規超音波発声の音響特性解析 
 
 社会隔離時や目の前で他のラットが撫でられている時に、ヒトに対して親和性を示すラット
が発する超音波領域の音声を録音し、周波数や持続時間などを分析した。この音声の特性が既知
の超音波発声と同様のものであるのかどうか知るために、ラットが忌避する air-puff を曝露し
た際に発する 22-kHz call(不快情動の指標となることが知られている)、およびラットを撫でた
ときに発する 50-kHz call (快情動の指標となることが知られている)と比較した。 
 
 
４．研究成果 
 
４−１．オキシトシンの機能阻害実験の結果 
 
オキシトシンアンタゴニスト投与群と生理食塩水投与群のヒトに対する接近行動に違いは認め
られなかった。両群ともに撫でられたことがあるヒトに対して有意に長い時間、接近行動を示し
た。また、不公平条件時の超音波発声回数にも両群間で差は認められなかった。このことから親
和的な関係性が構築された後の親和行動の発現にオキシトシンの機能は必須ではない可能性が
示された。オキシトシン受容体遺伝子欠損ラットを用いた実験においても野生型ラットと比較



して大きな変化は認められなかった。遺伝子欠損ラットの交配に時間がかかっており、さらなる
実験が必要である。 
 
 
４−２．新規超音波発声の音響特性解析 
 
 分析の結果、不公平条件時や社会隔離時に発声する超音波は各シラブルの周波数が 31kHz程度
であり、持続時間が 0.5秒以下であることがわかった。撫でられた時に発する快情動の指標とな
る 50-kHz callや Air-puff曝露時に発する不快情動の指標となる 22-kHz callとは音響特性が異な
っていることから、これらの音声を発する時とは別の情動状態を呈している可能性が示された。 
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